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問危機管理課（☎983‒3200）

いうメッセージが込められています。
■日時　11月12日（火）～24日（日）
　　　　午後５時～８時
■点灯場所　さくらであい館展望塔
※駐車場は午後５時までで、夜間開放は
ありません。
※ＤＶに関するお悩みやお困りごとは、
表の機関にご相談ください。 問人権政策課（☎981‒3127）

名　称 開設日時 電話番号

八幡市
女性相談

月～金曜日（祝日除く）
午前10時～正午、
午後１時～午後５時
（受付は午後４時まで）

983-1784

内閣府
DV相談ナビ 毎日24時間対応 #8008

さくらであい館展望塔をパープルライトアップ
■令和６年度「女性に対する暴力をなくす運動」啓発事業

　「女性に対する暴力をなくす運動」期
間（11月12日～25日）にあわせて、本運動
のシンボルであるパープルリボンにちな
み、パープルライトアップを実施します。
　パープルライトアップには、女性に対
するあらゆる暴力の根絶を広く呼びかけ
るとともに、被害者に対して「ひとりで
悩まず、まずは相談をしてください」と

問家庭支援課　家庭児童相談室（☎983‒3148）

児童虐待防止のための講演会
　児童虐待について基本的なこととあわせて、
現在の子育て環境の変化や子育て支援、ヤング
ケアラーに関する講演会を開催します（参加無
料）。
■日時　11月22日（金）午後２時～４時
　　　　（開場は午後１時30分～）

ちょっとしたサインを
見逃さないで
子どもについて ▼いつも子どもの泣
き叫ぶ声や保護者の怒鳴り声がす
る ▼不自然な傷や打撲のあとがある

▼衣類やからだがいつも汚れている

▼落ち着きがなく乱暴である ▼表情
が乏しい、活気がない ▼夜遅くまで
一人で家の外にいる
保護者について ▼地域等と交流が少
なく孤立している ▼小さい子どもを

家に置いたまま外出している ▼子育
てに関して拒否的・無関心である ▼

強い不安や悩みを抱えている ▼子ど
ものけがについて不自然な説明をす
る

児童虐待かもと思ったら
189にお電話を
　お住まいの地域の児童相談所につ
ながります。匿名による連絡もでき
ます。連絡者や連絡内容に関する秘
密は守られます。
※一部のＩＰ電話からはつながりま
せん。

「1
いち は や く

89  気づいてあげて  そのサイン」
（令和６年度「オレンジリボン・児童虐待防止推進キャンペーン」標語）

■11月は「オレンジリボン・児童虐待防止推進キャンペーン」

® 児童虐待は社会全体で解決すべき問題です

　児童虐待に関する相談対応件数は
依然として増加しています。特に子
どもの生命が奪われる等の重大な事
件も後を絶ちません。こども家庭庁
では、11月を「オレンジリボン・児
童虐待防止推進キャンペーン」と定
め、児童虐待防止に関する広報・啓
発活動を集中的に実施しています。

■場所　文化センター４階小ホール
■定員　80人
■内容
【第一部】午後２時～３時「児童虐待をなくす

ために　～子どもと大人のコミュニ
ケーション～」／白山真知子さん（認
定ＮＰＯ法人児童虐待防止協会副理
事長）

　市内36カ所の防災行政無線から次の
日時に放送が流れます。試験放送のた
め、避難をする等の必要はありません
ので、ご注意ください。
■日時　11月20日（水）午前11時ごろ
■内容　「（チャイム）これはＪアラー
トのテストです（３回繰り返し）。
こちらは八幡市です。（チャイム)」

　緊急時において、迅速かつ
確実な情報伝達ができるよ
う、緊急地震速報訓練が実施
されます。
　八幡市防災行政無線より訓
練用の緊急地震速報が流れま
す。放送を確認した際には、
姿勢を低くし、頭を守る、安全
な場所に移動するなど、身の
安全を確保する行動を実践し

てみましょう。
■日時　11月５日（火）
　　　　午前10時ごろ
■内容　「（チャイム）こちら
は八幡市です。ただいまか
ら訓練放送を行います。（緊
急地震速報チャイム音）緊
急地震速報。大地震です。
大地震です。これは訓練放
送です（３回繰り返し）。
こちらは八幡市です。これ
で訓練放送を終わります
（チャイム)」

Android iOS

八幡市防災アプリ

※これらの防災行政無線の放送内容が聞
き取れなかった場合などは、防災行政
無線テレホンサービス（☎982‒2484、
982‒2485）や八幡市防災アプリからご
確認いただけます。

緊急地震速報訓練 Ｊアラート
（全国瞬時警報システム）

全国一斉情報伝達試験

府内初！
自走式トイレカーを導入

レプリカキーを手に記念撮影に応じる川田市長。トイレ
カーの側面にはご支援いただいた皆さんの氏名等を掲載

トイレカーの特徴
❶快適に使える
　トイレはすべて簡易水洗、洗浄暖
房便座を採用。男性用に洋式便器２
基と小便器１基、女性用に洋式便器
２基を設置。トイレカー後部に多機
能トイレ＝写真左＝を１式装備し、
車いすの人も使用可能です。室内に
はエアコンや換気扇も設置していま
す。
❷どこでもすぐに使える
　全長約７㍍の自走式トラックで、

少ない人員で目的地へ速やかに移動
できます。
❸停電時でも長く使える
　貯水量は約700㍑、便槽タンクは約
960㍑で、一度の給水で約400回使用
可能。各部屋にはソーラーパネルか

南海トラフ巨大地震などの大規模災
害も懸念されております。
　そのため、市内の災害時での避難
所等や他自治体が被災した際に使用
するほか、平時は市が主催するイベ
ント等で活用していきます。

らの太陽光発電機能により、停電時
でも照明や換気扇等を使用できます。
運用方法
　今年１月の能登半島地震では、断
水などの影響により広範囲でトイレ
不足が問題となっており、近い将来、

　災害発生時に迅速に対応し、避難所の衛生環境を向上させるため、京都府
内で初めて自走式のトイレカーを導入し、10月10日に納車式を行いました。
　トイレカーの購入には、昨年度にクラウドファンディングを実施し、市民
や企業の皆さん等から寄せられたご寄付等のおかげで、納車することができ
ました。

【第二部】午後３時～４時「ヤングケアラーの
実態と支援について」／寺田純子さ
ん（〈公財〉京都市ユースサービス
協会ユースワーカー）

申11月15日（金）までに、家庭支
援課　家庭児童相談室へ電話、ま
たは申し込みフォームから（右記
のＱＲコードからアクセス可）


